
2019年
1月15日

第123号

（一社）天竜建設業協会　浜松市天竜区二俣町鹿島491-5　☎〈053〉926-1562　ＦＡＸ〈053〉925-6468
電子メールアドレス jimutyo@tenkenkyo.net　ホームページ http//www.tenkenkyo.net/
編集・発行 広報委員会　題字 長谷川智彦　

会
報

平成最後の新しい年を迎え、気持ちを新たに会員皆が力を合わせて、
天竜区の安心・安全に貢献できるよう頑張っていきましょう。
写真は標高約 1,200mの春野町豊岡付近から撮影したもの

撮影者　森吉組㈱　吉田　巧

天竜スーパー林道からの初日の出
新春メッセージ ………………………………… 2

最近のキーワード／かんとくさん ……………… 3

企画青年委員会工事現場視察研修会 ……… 4

マイファミリー／コーヒーブレイク ……………… 6



平成31年 新春メッセージ平成31年 新春メッセージ平成31年 新春メッセージ平成31年 新春メッセージ平成31年 新春メッセージ

浜松市天竜区長
岡部　昌之

浜松市土木部長
柴山　智和

静岡県浜松土木事務所
天竜支局長　
廣瀬　　聡

静岡県西部農林事務所
天竜農林局長
菅沼　久和

明けましておめでとうございます。会員、賛助会員の皆様並びに地域の皆様には、さわやかな新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　天竜建設業協会
明けましておめでとうございます。会員、賛助会員の皆様並びに地域の皆様には、さわやかな新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　天竜建設業協会

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
は
三
月
に
発
生
し
た
国
道
１
５
２
号
で
の
法
面
崩
壊
を
始
め
、

度
重
な
る
災
害
へ
迅
速
な
対
応
を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
迅
速
な
対
応
と

早
期
復
旧
を
念
頭
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
同
様
の

ご
尽
力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

協
会
員
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
一
年　

元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
松
市
土
木
部
長　
　

柴
山　

智
和
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平成31年 新春メッセージ平成31年 新春メッセージ

浜松市産業部林業振興課
天竜森林事務所長
清水　斉司

浜松市土木部
天竜土木整備事務所長
鈴木　秀俊

明けましておめでとうございます。会員、賛助会員の皆様並びに地域の皆様には、さわやかな新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　天竜建設業協会

　

国
土
交
通
省
が
、
2
0
2
1
・
22
年
度

の
競
争
参
加
審
査
申
請
時
か
ら
直
轄
工
事

の
工
種
区
分
に
「
橋
梁
補
修
工
事
（
仮
称
）」

を
新
設
す
る
。
橋
梁
補
修
工
事
の
増
加
を

受
け
、「
維
持
修
繕
工
事
」「
一
般
土
木
工
事
」

「
P
C
工
事
」
な
ど
複
数
に
わ
た
る
現
在
の

発
注
工
種
を
統
一
し
、
入
札
参
加
時
に
過

去
の
工
事
成
績
な
ど
が
適
正
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

直
轄
の
橋
梁
補
修
工
事
は
07
年
度
以
降

の
10
年
間
に
1
0
0
1
件
発
注
さ
れ
た
が
、

工
種
を
見
る
と
維
持
修
繕
工
事
8
5
7
件
、

一
般
土
木
工
事
89
件
、
鋼
橋
上
部
工
事
46

件
、
P
C
工
事
9
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
19
年
度
か
ら
当
面
の
措
置
と
し
て
維

持
修
繕
工
事
に
統
一
し
、
橋
梁
補
修
工
事

（
仮
称
）
の
工
種
新
設
に
備
え
る
。

　

全
国
に
は
橋
長
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋

梁
が
約
73
万
橋
あ
る
と
さ
れ
、
大
半
（
約
66

万
橋
）
は
都
道
府
県
と
政
令
市
、
市
町
村

が
管
理
。
国
土
交
通
省
は
約
3
万
8
0
0
0

橋
を
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
中
部
地

方
整
備
局
管
内
に
は
約
6
0
0
0
橋
あ
り
、

建
設
後
50
年
以
上
が
経
過
す
る
橋
梁
は
26

年
度
に
2
6
1
8
橋
、
36
年
度
に
3
7
0
4

橋
へ
激
増
す
る
と
い
う
。

　

静
岡
県
で
も
管
理
す
る
約
3
3
0
0
橋

の
う
ち
35
年
に
は
76
%
が
建
設
後
50
年
以

上
の
〝
高
齢
化
橋
〞
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
点
検
・
診
断
や
調
査
、
設
計
、
施
工
に

関
わ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
は
今
後
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
4
月
か
ら
浜
松
市
天
竜

土
木
整
備
事
務
所
（
天
竜
龍
山
土
木
工
事

グ
ル
ー
プ
）
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
グ
ル
ー
プ
で
は
道
路
維
持
業
務
を

主
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
私
は
龍
山

地
区
の
道
路
維
持
業
務
と
天
竜
区
全
域

の
照
明
の
修
繕
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　

天
竜
は
初
め
て
の
た
め
最
初
は
地
理

も
わ
か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
業
務
を

進
め
て
い
く
中
で
現
場
確
認
し
な
が
ら

覚
え
て
い
き
、
今
で
は
さ
ほ
ど
苦
労
す
る

こ
と
も
な
く
建
設
業
者
さ
ん
へ
の
修
繕

依
頼
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
天
竜
区
の
皆
様
が
安

全
・
安
心
に
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
道
路

の
維
持
管
理
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
近
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
橋
梁
補
修
工
事
」

浜松市 天竜土木整備事務所
天竜龍山土木工事グループ

河合　　輝

か
ん
と
く
さ
ん

か
ん
と
く
さ
ん
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▼
は
じ
め
に

　

九
月
二
十
一
日
、
天
竜
建
設
業
協
会
企

画
青
年
委
員
会
の
活
動
で
、
国
土
交
通
省

中
部
地
方
整
備
局
富
士
砂
防
事
務
所
発
注

の
、
由
比
地
区
地
す
べ
り
対
策
事
業
の
現

場
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
も
協
会
員
で
の
由
比
視
察
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
乗
用
車
で
の
視
察
受
入

れ
制
約
も
あ
り
、
今
回
は
柏
崎
委
員
長
は

じ
め
、
各
地
区
委
員
六
名
で
の
視
察
と
な

り
ま
し
た
。

▼
事
業
概
要
に
つ
い
て

　

由
比
地
区
は
斜
面
が
海
ま
で
迫
り
、
そ

こ
を
東
海
道
本
線
、
国
道
一
号
、
東
名
高

速
道
路
と
い
う
大
動
脈
が
通
り
、
こ
こ
が

崩
れ
る
と

日
本
経
済

に
大
き
な

打
撃
を
与

え
る
こ
と

に
な
る
非

常
に
重
要

な
地
区
で

す
。
こ
の

た
め
、
こ
こ
で
は
集
水
井
・
排
水
横
ボ
ー

リ
ン
グ
・
排
水
ト
ン
ネ
ル
・
深
礎
杭
と
あ

ら
ゆ
る
工
法
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
々

が
視
察
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
深
礎
杭

と
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
し
た
。

　

概
略
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
薩
埵
峠

展
望
台
は
天
気
が
良
け
れ
ば
絶
景
と
思
わ

れ
ま
し
た
。　

▼
深
礎
杭
工
事
に
つ
い
て
（
抑
止
工
）

　

直
径
5
ｍ
を
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
で
土

留
め
を
行
い
な
が
ら
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
掘
削

し
て
い
き
、
そ
の
後
、
鉄
筋
を
組
立
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
す
る
も
の
で
す
。
深
い

も
の
は
88
ｍ
も
あ
り
、
大
規
模
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
柱
と
な
り
ま
す
。
現
在
計
画
さ
れ

た
61
基
中
30
基
が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

通
常
の
深
礎
杭
は
岩
着
で
す
が
、
こ
こ
の

深
礎
杭
は
支
持
杭
で
は
な
く
、
す
べ
り
の

抑
止
杭
な
の
で
岩
盤
掘
削
を
行
い
、
一
定

の
深
さ
ま
で
根
入
れ
し
ま
す
。
や
は
り
狭

い
場
所
で
の
作
業
で
仮
設
工
台
や
資
機
材

の
搬
入
に
制
約
も
多
く
大
変
と
の
こ
と
で

し
た
。　

▼
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
（
抑
制
工
）

　

地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
下
の
動
か
な
い

地
層
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
す
べ
り
面
に

た
ま
る
地
下
水
を
集
水
パ
イ
プ
で
集
め
る

工
法
で
、
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
い
く

つ
も
の
水
脈
が
あ
る
時
に
用
い
ら
れ
る
工

法
と
の
説
明
で
し
た
。
集
水
ボ
ー
リ
ン

グ
は
完
了
し
て
い
て
、
排
水
ト
ン
ネ
ル

は
N
A
T
M
工
法
に
よ
り
計
画
さ
れ
た

7
6
5
ｍ
の
内
3
2
9
ｍ
、
約
43
%
ま
で

進
ん
で
い
ま
し
た
。

▼
ま
と
め

　

今
回
は
身
近
な
工
法
の
視
察
も
あ
り
ま

し
た
が
、
我
々
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
規
模
な
工
事
で
、
仮
設
や
資
機
材
搬
入

の
工
夫
な
ど
現
場
実
情
が
視
察
で
き
と
て

も
良
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
足
で
地
す
べ
り
管
理
セ
ン
タ
ー
に
も
よ

り
、
監
視
状
況
や
今
日
ま
で
の
経
過
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

 

今
後
も
当
協
会
の
発
展
と
技
術
力
向
上

の
た
め
、
研
修
会
を
継
続
し
て
い
け
れ
ば

と
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

企
画
青
年
委
員
会
工
事
現
場
視
察
研
修
会
Ⅰ

　

由
比
地
区 

地
す
べ
り
対
策
事
業
現
場
の
視
察

　

 

（
日
本
最
大
級
の
深
礎
杭
と
排
水
ト
ン
ネ
ル
）

天
龍
土
建
工
業
㈱　

古
山
美
津
樹

薩埵峠展望台から望む工事現場

深礎杭工事（内部）

深礎杭工事(地上部)

排水トンネル自由断面掘削機
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企画青年委員会視察研修会Ⅱ

■はじめに
　10月17日（水）に天竜建設業協会企画青年委員会の
活動で建設技術フェア2018in中部の視察を実施し、当
協会より柏崎委員長をはじめ若手技術者13名が参加し
ました。

　今回のフェアは国土交通省中部地方整備局、名古屋国
際見本市委員会、公益財団法人名古屋産業振興公社の主
催で多数の協賛の元、名古屋市の吹上ホールにて開催さ
れました。

　出展内容は、i-Construction関連技術、維持長寿命化、
防災災害対策、設計施工、ロボットAI技術の分野から多
数のブースが有り、僕たちのような施工業者や官公庁、設
計コンサルタント、学生など大勢の人で賑わっていまし
た。その中でも興味を引くようなプレゼンテーションが
多数あり、メモをとる人など真剣に聞き入っていました。

■岩接着DKボンド工法など見学
　今回の参加者全員で14:00より（一社）全国落石防止
協会の「巨岩の落石対策～景観に配慮した落石予防工～」
のプレゼンテーションを見学し、岩接着DKボンド工法
による落石対策の施工事例、他工法との比較の説明を受
けました。天竜地区も山間部が多数を占めており落石対
策及び落石災害には苦労している地域とあって、自分た
ちの地域でも使えるんじゃないかとパンフレットを片手
に担当者に質問をしました。この工法は既設の石積工の
目地・補強にも対応できると言うことでかなり興味を持
ちました。東北の震災にも耐えたそうです。写真はあり
ませんが気になる方はネットで検索して調べてみてくだ
さい。（因みに全員パンフレットをもらっています）

■まとめ
　今回参加して、まずこんなに多数の分野から沢山の出展ブースがあることに驚き、最新の
技術や工法、資材やメンテナンスの方法などとても勉強になりました。一回りするだけでか
なり時間がかかり、混んでいて説明を聞くことが出来なかったブースも有り残念でしたが、
i-Constructionなどこれから取り入れていかないといけない分野の紹介やドローンの見学が出
来たことは嬉しかったです。帰りにはみんな沢山カタログを抱え、粗品やサンプルを見せ合
い語り合うことが出来ました。（自分が一番沢山カタログや粗品をもらいました）例年の現場
見学も良いですが、今回のようなフェアの視察見学も違った意味でスキルアップにも繋がり、
今後の活動にも役に立つのではないかと思いました。また来年も是非参加したいと思います。

建設技術フェア2018in中部の視察
片桐建設株式会社　片桐一樹

吹上ホール入口の様子

建設技術フェアの全体の様子

賑わう出展ブース
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私
の
実
家
で
は
毎
年
12
月
31
日
に
な
る
と
、
門
松
を

作
っ
て
い
ま
す
。
私
の
親
父
が
始
め
た
の
で
す
が
、
も

う
か
れ
こ
れ
30
年
位
に
な
り
ま
す
。

　

私
も
毎
回
手
伝
う
の
で
す
が
、
最
近
で
は
高
校
生
の

息
子
や
中
学
生
の
娘
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
す
ぐ
そ

ば
の
山
へ
行
き
竹
や
梅
の
木
、
あ
と
庭
に
あ
る
松
を
取
っ

て
来
ま
す
。
毎
回
設
計
図
は
あ
り
ま
せ
ん
が
毎
年
同
じ

よ
う
に
作
り
ま

す
。
夕
方
に
な
る

と
お
袋
と
妻
に
よ

る
合
同
料
理
で
年

越
し
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
次
の
日
に

な
る
と
姉
の
家
族

や
弟
た
ち
も
合
流

し
て
新
年
を
祝
い

ま
す
。
毎
年
い
い

年
に
な
る
よ
う
お

願
い
を
し
て
門
松

を
作
り
続
け
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
今
年
の
4
月
か
ら
働
き
始
め
ま
し
た
。

　

水
窪
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
な
の
で
今
こ
こ
で
働

い
て
い
る
事
が
毎
日
と
て
も
楽
し
く
嬉
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

仕
事
は
初
め
て
の
事
で
分
か
ら
な
い
事
や
考
え
る
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
可
愛
い
子
供

達
の
笑
顔
や
と
て
も
頼
も
し
い
先
輩
方
の
お
陰
で
楽
し

く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
の
先
輩
保
育
者
は
、
私
自
身
が
水
窪
幼
稚
園
の
園
児

だ
っ
た
頃
の
先
生
方
な
の
で
、
本
当
に
慣
れ
親
し
ん
だ
方

達
と
の
中
で
仕
事
が
で
き
て
と
て
も
安
心
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
輩
方
は
保
育
に
対
し
て
と
て
も
真
剣
で
私
の

憧
れ
で
毎
日
多
く
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
時
に
は
空

き
箱
を
使
っ
て
子
供
達
と
一
緒
に
モ
ノ
ボ
ケ
な
ど
を
す

る
面
白
い
先
生
方
で
す
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
幸
せ
な
環
境
で
過
ご
し
て
仕
事
が

で
き
て
い
る
事
に
本
当
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
毎
日
楽
し
く
一
生
懸
命
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

My
Familly
My

Familly

水窪幼稚園
岡田亜理沙

水本建設有限会社
水本隆士
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